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　保健科学研究院では毎年11月3日の
文化の日に、「ようこそ！ヘルスサイ
エンスの世界へ」というテーマのも
と、公開講座を開催しています。本年
も3名の講師陣が各々専門とする研究
を分かりやすく紹介し、31名の方にご
参加いただき、盛会のうちに終えるこ
とができました。
　はじめに、吉村高明講師が「放射線
画像診断・治療分野におけるヘルスケ
アAIXの取り組み」と題して、放射線
画像診断・治療分野におけるヘルスケ
アAIXの社会実装を目指した医療機器
開発の取り組みや、AIを活用した医
療機器による医療の質向上について講

演しました。
　続いて、松澤明美准教授が「“ケア
ラー”を知っていますか？　家族をと
りまくケアの今とこれから」と題し
て、家族へのケアについて、育児と介
護を同時に行う「ダブルケアラー」が
増加している中で、地域支援や情緒的
サポートの重要性、そして両者のつな
がりによるケアの質向上について講演
しました。
　最後に、寒川美奈教授が「アスリー
トから学ぶサステナブルな身体づくり
のヒント」と題して、アスリートの身
体づくりを参考に、年齢とともに生じ
やすい身体の変化、特に骨盤底筋の役

割や出産時の負担、尿失禁の問題につ
いて説明し、日常生活に取り入れやす
い運動の具体的なアプローチや身体理
解の深化が期待される講演でした。
　終了後のアンケートでは、勉強にな
った、分かりやすかった、もっと聞き
たかった等々の感想をいただき、参加
者の皆様から大変好評を博することが
できました。
　今後も、時代を反映するようなテー
マや、興味を持って参加いただけるよ
うなテーマを設けて、公開講座を開催
してまいります。

（保健科学研究院）

保健科学研究院公開講座「ようこそ！ヘルスサイエンスの世界へ」を開催

吉村講師による講演の様子

寒川教授による講演の様子

松澤准教授による講演の様子

　9月6日（金）に、HU-UoM Joint 
Research Workshops Fund 2024として
保健科学研究院とメルボルン大学が合
同ワークショップ「Advancing Digital 
Health ＆ Medical AI」を開催しまし
た。対面及びオンライン配信のハイブ
リッド形式で行い、日本やオーストラ
リアを中心に15か国から100名近くご
参加いただき、盛況のうちに終了しま
した。
　本ワークショップでは、本学及びメ
ルボルン大学による医療AIやデジタル
ヘルス研究の共有と今後の連携を目指

して「Current Status of Data Health」
と「Digital Health and AI」の二つの
セッションが行われました。セッショ
ン1では、本学の研究者2名とメルボル
ン大学の研究者3名により、日本のレ
セプトデータや健康調査を用いた研究
や、医療従事者の臨床判断や意思決定
を支援する医療AIアプリケーション開
発、メンタルヘルス・アプリケーショ
ンのための自然言語処理の運用や課題
について議論されました。セッション
2では、本学の研究者3名とメルボルン
大学の研究者2名により、生成AIの研

究動向や応用、AIによる医療画像診断
技術、臨床現場へのAIモデルの導入と
法・規制的な枠組み、日本語の医療言
語処理の課題と進歩について議論され
ました。
　ワークショップ終了後に行われた情
報交換会では、研究アイデアの意見交
換や将来の共同研究計画の議論が活発
に行われ、有意義な時間となりまし
た。今後の医療AI、デジタルヘルス分
野における両校の連携が期待されます。

（保健科学研究院）

メルボルン大学とシンポジウム「デジタルヘルス＆医療AI」を開催

矢野理香保健科学研究院長からの開催挨拶 メルボルン大学のマイク・コンウェイ講師による基調講演

ディスカッションの様子 シンポジウム参加者による集合写真




